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■活動制限再強化で消費が再び悪化 

マレーシアの 2020 年 10～12 月期の実質 GDP 成

長率は前年同期比▲3.5％と前期（同▲2.6％）から減

尐幅が拡大した。この背景には内需の低迷、特に実質

GDPの 60％（2020 年）を占める消費の悪化がある。

実際、民間消費は前期の同▲2.1％から▲3.4％と減尐

幅が拡大した。輸出は同▲1.8％と前期の同▲4.7％か

ら改善したが、総固定資本形成は同▲11.9％（前期：

同▲11.6％）と低迷が続いている。 

消費悪化の主因は、感染が再拡大するなか、活動制

限が再強化されたことである。ムヒディン政権は昨年

10 月中旬に「回復活動制限令」から一段階レベルの

厳しい「条件付き活動制限令」へと活動制限レベルを

引き上げた。さらに、2021 年に入ると、クアラルン

プール等主要な地域でさらに厳しい「厳格な活動制限

令」が実施された。 

2021 年入り後も消費の悪化は続いている模様である。「Google Community Mobility Report」によ

ると、1、2 月の人出が基準値（新型コロナ前の曜日別中央値）から平均約 4 割減尐した小売・娯楽施設

をはじめ、交通機関や職場でも人出は減尐しており、10～12 月期よりも落ち込み幅が拡大している（右

上図）。 

■人口を上回るワクチンを確保し、2 月より接種を開始 

足元では、活動制限措置を再び緩和する動きもみ

られる。しかし、新規感染者数が高水準で推移し、

感染力が強いとされる変異種の拡大リスクもくすぶ

るなか、再度制限強化に踏み切る可能性も排除でき

ない。 

こうしたなか、マレーシア政府はワクチン接種を

推進している。マレーシアは 2 月末時点で、COVAX

ファシリティを通じた分を含み米国、英国、中国、

ロシアから 6,670 万回（人口カバー率：109.65％）

分のワクチンをすでに確保している。また、2月 24

日より医療や防衛、治安、エッセンシャル産業従事

者等へのワクチン接種を開始しており、4 月には 60

歳以上の高齢者、慢性疾患患者等、5 月からは 18

歳以上のマレーシア在住者への接種が開始される予

定である（右下表）。 

今後、ワクチン接種が計画通りに進み、それに伴

い活動制限措置も緩和されていけば、年後半以降、

マレーシア景気への下押しが徐々に和らぐことが期待される。 
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フェーズ 期間 対象
累積

接種率

①
2021年

2～4月

①医療従事者

②防衛・治安・エッセン

　 シャル産業従事者

1.5%

②
2021年

4～8月

①フェーズ１対象者の

　 うち未接種のもの

②60歳以上の高齢者、

　 慢性疾患患者、障害者

30.2%

③

2021年5月

～

2022年2月

18歳以上のマレーシア

在住者
72.0%

④ 未定 不法滞在者 ー

　　　　

＜マレーシアのワクチン接種プログラム＞

（出所）マレーシアCOVID-19ワクチン特別委員会「National 

COVID-19 Immunisation Programme」、マレーシア統

計局、各種報道を基に日本総研作成


